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市 川 市 自 治 会 連 合 協 議 会

定 期 総 会

連協マーク 



総　会　次　第

１．開会のことば

２．会長あいさつ

３．顕　　　　彰　市川市自治会連合協議会会長顕彰 ・・・・・・・・・・１頁

４．来 賓 祝 辞

５．議 長 選 出

６．議　　　　事

　　　議案第１号　令和３年度市川市自治会連合協議会事業報告 ・・・・・４頁

　　　議案第２号　令和３年度市川市自治会連合協議会収支決算 ・・・・・７頁

　　　　　　　　　令和３年度市川市自治会連合協議会監査報告 ・・・・１０頁

　　　議案第３号　令和４年度市川市自治会連合協議会事業計画(案) ・・１１頁

　　　議案第４号　令和４年度市川市自治会連合協議会予算(案) ・・・・１５頁

　　　議案第５号　役員の承認について ・・・・・・・・・・・・・・・１８頁

　　　議題第６号　監事の選任について ・・・・・・・・・・・・・・・１９頁

７．閉会のことば



顕　彰　者　名
� （敬称略　順不同）

　≪表彰状の部≫

　　◎　自治会長として通算２０年（２名）

	 滝　　沢　　　晶　　次	 稲荷木自治会

	 髙　　梨　　　紀　　雄	 東菅野３丁目自治会

　≪感謝状の部≫

　　◎　自治会長として通算１５年（５名）

	 井　　上　　　友　　孝	 真間３丁目北部自治会

	 森　　井　　　康　　夫	 八幡下町自治会

	 齋　　藤　　　道　　子	 大境自治会

	 横　　山　　　哲　　也	 北方中央自治会

	 加 藤 木　　　　 章	 行徳駅前４丁目自治会

　　◎　自治会長として通算１０年（１４名）

	 加　　藤　　　幸 知 子	 市川南３・４丁目自治会

	 小　　郷　　　克　　次	 新田１丁目自治会

	 長　　沼　　　　 曻	 大和田自治会

	 工　　藤　　　幸　　子	 市川サンハイツ自治会

	 小　　林　　　俊　　之	 真間南部自治会
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	 岩　　松　　　昭　　三	 宮久保台自治会

	 服　　部　　　英　　信	 稲越自治会

	 染　　谷　　　繁　　実	 柏井町１丁目自治会

	 坂　　井　　　　 宏	 柏井町２丁目松風会自治会

	 末　　石　　　　 理	 ファミール市川自治会

	 森　　川　　　岩　　雄	 東行徳自治会

	 　　野　　　七　　郎	 福栄１丁目自治会

	 齊　　藤　　　　 潤	 入船自治会

	 髙　　桑　　　強　　志	 ハイタウン塩浜第二住宅自治会

　　◎　自治会長として通算５年（７名）

	 石　　川　　　　 傑	 真間２丁目西部自治会

	 松　　丸　　　裕　　一	 下貝塚１丁目自治会

	 岩　　村　　　義　　昭	 平川自治会

	 染　　谷　　　　 誠	 柏井町２丁目自治会

	 鈴　　木　　　　 茂	 香取２丁目自治会

	 齋　　藤　　　　 清	 広尾自治会

	 　 林 　　　　邦　　男	 太洋マンション自治会
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　　◎　自治会長として２年以上５年未満の退任者（７名）

　　※令和４年５月１０日までに退任の届け出のあった方を掲載しております。

	 湯　　浅　　　正　　人	 千足町会

	 富　　川　　　惠　　正	 本北方１丁目自治会

	 鈴　　木　　　　 彰	 柏井町３丁目自治会

	 早　　狩　　　美 紀 男	 市営住宅奉免団地自治会

	 石　　井　　　昭　　一	 本行徳１丁目自治会

	 南　　部　　　元　　洋	 新浜自治会

	 大　　島　　　健　　一	 福栄３丁目自治会

─ 3 ─



議案第１号
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月 　　項　　　　目 　　　　　　内　　　　　　　　　　　　　　　容

４月～ 自 治 会 役 員 顕 彰 自治(町)会役員として功績のあった方に対して、

翌３月 自治会連合協議会より表彰を行いました。

４月～ 自 主 防 災 訓 練 各地区連、自治(町)会による自主防災訓練を実施しました。

翌３月 　訓練内容：消火、避難、応急救護、通報訓練等

　回　　数：  5回　　(5自治会）

４月～ 明 る い 選 挙 推 進 明るい選挙推進のため、各種団体と協力して啓発活動を展開

翌３月 に　協　力 いたしました。

５月 各 種 募 金 に 協 力 日本赤十字社・赤い羽根募金・歳末たすけあい募金に協力

～12月 いたしました。

４月～ 社 会 福 祉 協 議 会 お互いさまの「助けあい、支えあい、ふれあい」を目標に

翌３月 会 員 募 集 に 協 力 心豊かな街づくりを目指した、社会福祉協議会会員募集

に協力いたしました。

４月～ 地域ケアシステムや 市川市が推進する地域ケアシステムやサロン

翌３月 サロン活動の展開に 活動の展開に協力いたしました。

協力

４月～ 自治会への加入促進に 地域の絆を深めるため、自治会への加入促進に協力しま

翌３月 協力 した。

４月～ 節 電 に 協 力 国や市の取り組みに呼応し、ＬＥＤ型防犯灯の設置推進

翌３月 など、節電の取り組みに協力いたしました。

４月～ 安全・安心なまちづくりの 防 災 拠 点 へ の 参 加 な ど の 防 災 活 動 や 防 犯 活 動 に

翌３月 推 進 に 協 力 協力いたしました。
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議案第３号
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月 項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　容

４月～ 自 治 会 役 員 顕 彰 自治 町 会役員として功績のあった方に対して、

翌３月 自治会連合協議会より表彰を行います。

　

４月～ 明 る い 選 挙 推 進 明るい選挙推進のため、各種団体と協力して啓発

翌３月 に 協 力 活動を展開いたします。

５月 各 種 募 金 日本赤十字社、赤い羽根募金、歳末たすけあい募金

～12月 に 協 力 に協力いたします。

４月～ 社 会 福 祉 協 議 会 お互いさまの「助けあい、支えあい、ふれあい」を

翌３月 会 員 募 集 に 協 力 目標に心豊かな地域づくりを目指した、社会福祉協議会

会員募集に協力いたします。

４月～ 地 域 ケ ア シ ス テ ム や 市 川 市 が 推 進 す る 地 域 ケ ア シ ス テ ム や サ ロ ン

翌３月 サロン活動の展開に協力 活動の展開に協力いたします。

４月～ 自 治 会 へ の 加 入 促 進 地域の絆を深めるため、自治会への加入促進を

翌３月 を 推 進 推進いたします。

４月～ 節 電 に 協 力 国や市の取り組みに呼応し、節電の取り組みに

翌３月 協力いたします。

４月～ 安 全 ・ 安 心 な 防災拠点への参加などの防災活動や防犯活動に

翌３月 ま ち づ く り の 協力いたします。

推 進 に 協 力

令和４年度 活動目標について
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【参考】

年　度 防災講演会 防災体験学習会 備　　　　考

令和
４年度

市川第２、国府台 国分、大柏

5 八幡、信篤・二俣 市川第１、市川東部

6 行徳、南行徳 国府台、真間

7 市川第１、菅野・須和田 曽谷、信篤・二俣

8 市川東部、国分 八幡、宮久保・下貝塚

9 真間、曽谷 行徳、南行徳

10 国府台、信篤・二俣 市川第２、真間

防防  　　災災  　　講講  　　演演  　　会会　　  ・・　　  体体  　　験験  　　学学  　　習習  　　会会

輪輪　　　　番番　　　　予予　　　　定定　　　　表表
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議案第５号

役員の承認について

� （敬称略）

会　長　　　　　　　　　　 小林　俊之 　　真間地区連合会会長

副会長　総括担当　　　　　 松倉　 勉  　　南行徳地区連合会会長

副会長　　　　　　　　　　 稲垣　カツ 　　市川東部地区連合会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（女性会長の代表者）

副会長　　　　　　　　　　 畑中　博明 　　行徳地区連合会会長

副会長　　　　　　　　　　 鈴木　 茂  　　市川第一地区連合会会長

副会長　　　　　　　　　　 中村　 惠  　　国府台地区連合会会長

副会長　　　　　　　　　　 齋藤　道子 　　曽谷地区連合会会長

会　計　　　　　　　　　　 岸田　浩一 　　国府台地区連合理事

会　計　　　　　　　　　　 安東　俊明 　　市川第２地区連合理事
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議案第６号

報　　告

監事の選任について

監　事　　　　　　　 石原　俊一 　　南行やまゆり自治会会長

監　事　　　　　　　 坪井　正子 　　鬼越町会会長

相談役　　　　　　　 滝沢　晶次 　　稲荷木自治会会長
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          市川市自治会連合協議会会則 
 
（名 称） 
第１条 本会は、市川市自治会連合協議会と称する。 
 
（事務局） 

第２条 本会の事務局は、市川市役所内に置く。 
 
（目 的） 
第３条 本会は、本会に加入している自治（町）会相互の連絡協調と親睦をはかり、共通の 

問題を研修・協議し、行政に協力するとともに市民意識の高揚と地域社会の発展に 
寄与することを目的とする。 

 
（事 業） 
第４条 本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。 
 

（１） 本会主催の、研修会、講習会、講演会等の企画・実施に関すること。 
（２） 地域における諸問題等を、関係機関に要望提出及び解決に関すること。 
（３） 市民に対し市行政についての周知徹底および協力に関すること。 
（４） 自主防災、自主防犯、交通対策など市民生活の安全安心に関すること。・ 
（５） 社会福祉事業、環境保全の推進に関すること。 
（６） 本会機関誌の編集・発行・配布および本会諸活動の周知に関すること。 
（７） 自治（町）会活動功労者等の表彰に関すること。 
（８） その他、本会の目的達成のため必要と認められる事業に関すること。 

 
（組 織） 
第５条 本会は、本会に加入した自治（町）会をもって構成し、市域に地区自治会連合会（以下、 

地区連という）を置く。ただし、地区連を置くにあたっては、自治（町）会数、加入  
世帯数、地域事情等を考慮して構成するものとする。 

   
（役 員） 
第６条 本会には次の役員を置く。 
 

会 長 １名 
副 会 長 ７名以内 
常 任 理 事 若干名 

 理      事                    ５０名以内 
 会 計 ２名 
 監 事 ２名  
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２ 役員の任期は、２年（定期総会から次次期の定期総会まで）とする。ただし、再任 
 を妨げない。 

 
３ 役員に欠員を生じ本会の運営に支障をきたす場合は、理事会の議を経て後任者を補 
 充できるものとする。ただし、後任者の任期は前任者の残任期間とする。 

 
４ １項の規程によるもののほか、本会に対して特に功績のあった者（現職の自治(町) 
 会長であることを問わない）について理事会にはかり顧問又は相談役に就任の依頼を 
することができるものとする。 

 
（役員の選任） 
第７条 会長は、常任理事会において地区連会長の中から選出し、理事会の議を経て総会の 

承認を受けなければならない。 
 

  ２ 副会長は、地区連会長および女性会長の代表者の中から会長が指名し、理事会の議 
      を経て総会の承認を受けなければならない。また、会長の指名により、副会長の中か 

ら総括担当副会長、及び各部会の部長が選任される。 
 

３ 常任理事は、会長、副会長に就任した者以外の地区連会長及び女性の理事の代表者 
が就任するものとする。 

 
４ 理事は、別に定める基準に基づき地区連より選任された自治（町）会長が就任する 
ものとする。 

 
５ 会計は、理事の中から理事会において選任し、総会の承認を受けなければならない。 

 
６ 監事は、前各項の役員に就任した者以外の自治（町）会長の中から総会において選 
任するものとする。 

 
（役員の任務） 
第８条 会長は、本会を代表し、会務を統括する。 
 

 ２ 総括担当副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。また、 
副会長間の連絡調整を図るものとする。 

 
 ３ 副会長は会長を補佐し、部会の部長に選任された場合は、担当する部会の討議・決定事項 

等について、常任理事会及び理事会に報告するものとする。 
 

 ４ 常任理事は、会長より諮問された事項について答申しなければならない。 
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 ５ 理事は、別に定める部を担当し、事業計画等に基づきその実施にあたる。 
 

 ６ 会計は、本会の経理を司る。また、必要がある場合は地区連、自治（町）会の経理 
 処理の指導を行うことができるものとする。 

 
 ７ 監事は、本会の会務および経理を監督・監査する。また、必要がある場合は地区連、 
自治（町）会の経理について監査することができるものとする。 

 
（部会および女性会長会） 
第９条 本会の目的達成、年度事業計画を実施するため部会を設ける。この他、女性会長会 

を設ける。 
 

  ２ 部会に関する必要事項は役員会で定める。 
 

３ 女性会長会は、常任理事会、理事会で女性の意見を反映させるための意見交換の場 
とする。 

 
４ 女性会長は、女性会長会に原則として参加するものとする。 

 
（会 議） 
第 10 条  本会の会議は、総会、役員会、正副会長会、常任理事会、理事会、部会、女性会 

長会とする。 
 

 ２  総会は、本会の最高議決機関であって、本会に加入している自治（町）会長を 
もって構成する。 
定期総会は毎年度当初に、臨時総会は役員会が必要と認めたとき、または本会に 

加入している自治（町）会長の３分の１以上から請求があったときに開催するものと 
する。 
次の事項は、定期総会に付議しその承認または議決を得なければならない。 
（１） 前年度事業報告および決算 
（２） 決算監査報告 
（３） 当年度事業計画および予算 
（４） 役員の選任および解任 
（５） 会則等の改廃 
（６） 役員会が総会に付議すると認めた事項 

 
３ 役員会は、全役員で構成し、会長が必要と認めたとき、または構成員の３分の１以 
上の請求があったときに開催するものとする。 

 
４ 正副会長会は、会長、副会長で構成し、会長が必要と認めたとき、または構成員の 
３分の２以上の請求があったときに開催するものとする。また、次の事項を検討する。 

─ 22 ─



（１） 会則等に関する事項 
（２） 関係団体への表彰推薦について 
（３） その他会の運営に関し、検討を要する事項 

 
５ 常任理事会は、会長、副会長、常任理事で構成し、会長が必要と認めたとき、また 
は構成員の３分の１以上の請求があったときに開催するものとする。 

 
６ 理事会は、会長、副会長、常任理事、理事、会計で構成し、会長が必要と認めた 

とき、または構成員の３分の１以上の請求があったときに開催するものとする。 
 
７ 部会は、正・副部長、部会担当理事で構成し、必要の都度開催するものとする。 
また、必要がある場合は他部会と合同で開催することができるものとする。 

 
８ 女性会長会は、必要の都度開催するものとする。 
 
９ 会議は、構成員の２分の１以上の出席をもって成立する。ただし、総会、常任理事 

会、理事会は、３分の２以上の出席をもって成立する。なお、委任状をもって出席と 
みなすことができる。 

 
10 すべての会議の議決・承認は、出席者の過半数の賛成により採択する。 
 
11 総会、部会、女性会長会を除く会議の議長は会長が務める。 
 

（会 計） 
第 11 条 本会の経費は、会費、補助金、委託金、寄付金およびその他の収入をもって充てる。 
 

２  本会の会計は、一般会計、委託金会計、積立金会計に分類し処理するものとする。 
 
(事業年度) 
第 12 条 本会の事業年度は、4 月 1 日に始まり、翌年 3 月 31 日に終わる。 
 
(委任事項) 
第 13 条 この会則に定めるもののほか、本会の事業および運営について必要な事項は役員会 

において定める。 
 

附 則 
 
１ この会則は平成１２年５月２６日から施行する。 
２ 昭和４０年１２月１２日制定の会則およびその後の改正会則並びに防災部設置及び 

活動基準は廃止する。 
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３ 地区連選任の理事の定数は次のとおりとする。 
 

基 本 定 数 地区連会長 ＋ １名 
加入世帯割 １名／５，０００世帯 端数切り上げ 

 
４ 会長、副会長の選出に当たっては、自治会数、加入世帯数、地域事情等を考慮し、原則 
として次の基準により選出するものとする。 

 
 市川地域 ４名 行徳地域 ２名 
女性会長会の代表者 １名 

 
５ 第５条（組織)のただし書の規定は、本会則の施行日以降に地区自治会連合会を設置  
する場合に適用する。 

 
６ 平成２４年５月２５日一部改正 

平成２６年５月２３日一部改正 
平成３０年５月１８日一部改正 
令 和 元 年５月１７日一部改正 
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部会設置および活動基準 
（趣 旨） 
第１条 この基準は、市川市自治会連合協議会会則第４条ならびに第９条に基づき部会の設 

置および活動について必要な事項を定めるものとする。 
 
（部会組織及び事業） 
第２条 部会組織、構成および担当事業等はつぎのとおりとする。 

１ 総務企画部 
（１） 部員は９名以内とし、うち部長・副部長は各 1 名とする。 
（２） ア 会則等に関する事項 

イ 組織に関する事項 
ウ 表彰および慶弔に関する事項 
エ 年度事業計画策定に関する事項 
オ 年度予算策定に関する事項 
カ 他の部会に属さない事項 

２ 事業推進部 
（１） 部員は８名以内とし、うち部長・副部長は各 1 名とする。 
（２） ア 事業計画に基づく会長研修会、役員研修会の実施に関する事項 

イ 事業計画に基づく各種研修会、講習会、講演会等の実施に関する事項 
ウ 社会福祉の充実に関する事項 
エ 環境保全の推進に関する事項 

３ 広報宣伝部 
（１） 部員は 10 名以内とし、うち部長・副部長は各 1 名とする。 
（２） ア 市川市自治会連合協議会広報の編集、発行、配布に関する事項 

イ 市行政の市民に対する周知徹底および協力に関する事項 
ウ その他本会の活動等の周知に関する事項 

４ 安心まちづくり部 
（１） 部員は 12 名以内とし、うち部長・副部長は各 1 名とする。 
（２） ア 自主防災活動に関する事項 

イ 自主防災組織結成の促進に関する事項 
ウ 自主防犯活動に関する事項 

５ 協働促進部 
（１） 部員は 12 名以内とし、うち部長・副部長は各１名とする。 
（２） ア 自治会未加入者対策に関する事項 

イ 市と協働して行う活動の推進に関する事項 
ウ サークル活動の推進に関する事項 

６ 前各項に定めるもののほか、市川市社会福祉協議会、防犯協会、交通安全協会との 
連携に関する事項は総括担当副会長が担当する。 
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７ 会長、総括担当副会長、常任理事（副会長を除く）、会計は各部会に組み入れない。 
ただし、各部会から出席の依頼があった場合は、出席を妨げるものではない。 

 
（部会役員の選任） 
第３条 各部会の部長は、副会長の中から会長が選任する。 
 

２ 各部会の副部長は、部長の推薦を受け部会において承認を受けるものとする。 
 

３ 各部会の部員は、理事の中から地区連会長が選任し、会長が調整する。 
 
（会議等） 
第４条 各部会は、必要の都度部長が招集し、討議内容の要旨・結論を常任理事会に報告し承 

認を得た後、理事会に必要事項を提案しなければならない。 
 

第５条 各部会で共通する審議事項については、合同部会で審議することも可とする。 
 

附 則  
 
１．この基準は、平成１２年６月１３日から施行する。 
２．平成２４年５月２５日一部改正 
３．平成２５年５月２４日一部改正 
４．平成２６年５月２３日一部改正 
５．令 和 元 年５月１７日一部改正 
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市川市自治会連合協議会表彰等規程

第１条 市川市自治会連合協議会の行う表彰等は、会則第４条に基づき、本規程

において必要な事項を定める。

第２条 市川市自治会連合協議会長（以下「連合協議会長」という）は、次の

各号の一に該当する者に対し表彰を行う。

（１） 自治（町）会長として在職期間が２年以上５年未満の退任者。なお、こ

の号による表彰は、１回限りとする。

（２） 自治（町）会長として在職期間が通算５年、それ以降５年ごとの者

（３） その他特に賞揚するに当たると認められる業績のあった者

第３条 連合協議会長は、次の各号の一に該当する者に対し、市長に表彰の上申

を行う。

（１） 自治（町）会長として在職期間が連続で概ね１０年の者

（２） 自治（町）会長として在職期間が連続で概ね１０年の者の配偶者又はそれ

以外の家族のうち１名

（３） その他特に賞揚するに当たると認められる業績のあった者

第４条 在職年数は、会長に就任の月から起算し表彰の月までを計算する。

第５条 表彰は表彰状の授与によりこれを行う。ただし、金品を加授することが

ある。

第６条 表彰は、原則として毎年総会の席上でこれを行う。

第７条 第２条により表彰を要すると認められる者があるときは、自治会連合協

議会事務局において調書を作成し、表彰の日の３０日前までに連合協議会

長に提出しなければならない。

２ 連合協議会長は、提出された調書につき表彰の可否をすみやかに決定し
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なければならない。

第８条 現職の自治（町）会長（以下「会長」という）が疾病または負傷によ

り、２週間以上入院したときは見舞金として５，０００円を贈る。

第９条 会長若しくは、その家族、または前会長が死亡したときは、次の各号の

区分により遺族に対し、それぞれ弔慰金または生花を贈る。

（１） 会 長 １０，０００円及び生花

（２） 配偶者 ５，０００円及び生花

（３） 配偶者以外の家族 ５，０００円

（４） 前会長 生花

２ 前項第３号の配偶者以外の家族とは、父母であって会長と生計を共にす

るものをいう。

３ 第１項の前会長とは、会長職を退任後１年以内の者をいう。

附 則

１ 本規程は、昭和４１年５月１２日から実施する。

２ 昭和４４年 ５月１７日一部改正 昭和５０年 ６月 １日一部改正

昭和５１年 ８月１２日一部改正 昭和５２年 ５月 １日一部改正

昭和５９年 ４月１７日一部改正 昭和６０年 ３月２２日一部改正

昭和６１年 ３月 ３日一部改正 昭和６２年 ３月２６日一部改正

昭和６３年１１月２４日一部改正 平成 元年 ３月２８日一部改正

平成１３年 ５月２３日一部改正 平成２４年 ５月２５日一部改正

平成２５年 ５月２４日一部改正
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